
　

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
健
勝
に
て
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

安
曇
野
地
域
は
山
紫
水
明
の
地
、
誰
も
が
住
ん
で
み
た
い

と
あ
こ
が
れ
る
地
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
工
業
の
分
野
で
は

製
造
品
出
荷
額
が
長
野
県
市
町
村
第
一
位
の
位
置
に
あ
り
、

美
し
い
自
然
と
工
業
と
の
調
和
が
取
れ
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、当
セ
ン
タ
ー
の
発
足
は
比
較
的
新
し
い
わ
け
で
す
が
、

事
業
実
績
、
就
業
実
人
員
等
を
見
て
も
常
に
県
内
で
上
位
の

位
置
に
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
役
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
さ
れ
、
地
域
か
ら

信
頼
さ
れ
た
結
果
が
如
実
に
現
れ
て
き
て
い
る
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

景
気
の
底
打
ち
宣
言
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
厳
し
い
状
況

は
し
ば
ら
く
の
間
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
シ
ル

バ
ー
事
業
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」

の
下
で
、
安
全
・
適
正
就
業
に
努
め
、
長
年
培
っ
た
職
業
能

力
や
技
能
を
有
効
活
用
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
ご
尽

力
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
更
な
る
ご
活
躍
に
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。 地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
に

　
　
期
待
を
こ
め
て

松
本
公
共
職
業
安
定
所
長
　
芦
田
　
信

あやめ祭（明科あやめ公園）
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来
ま
せ
ん
。
当
シ
ル
バ
ー
も
十
一

月
以
降
は
、
全
て
の
月
で
前
年
を

下
回
り
ま
し
た
が
会
員
の
積
極
的

な
就
業
活
動
に
よ
り
、
契
約
金
額

に
於
い
て
対
前
年
度
比
〇・
七
％
増

六
億
七
百
七
十
九
万
七
千
円
、
会
員

数
は
八
百
六
十
九
人
で
し
た
。

　

去
る
五
月
二
十
六
日
豊
科
「
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
会
員
表
彰
八
名
、
役

職
員
表
彰
二
名
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
長
に
豊
科
地
域
の
高
橋

政
克
会
員
が
選
出
さ
れ
、
議

案
第
一
号
平
成
二
十
年
度
事

業
報
告
、
議
案
第
二
号
平
成

二
十
年
度
収
支
決
算
報
告
、

監
査
報
告
、
議
案
第
三
号
平

成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
、

議
案
第
四
号
平
成
二
十
一
年

度
収
支
予
算
、
議
案
第
五
号

理
事
辞
任
に
伴
う
選
任
に
つ

い
て
以
上
五
議
案
全
て
原
案

ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
状
況
は
、「
安
全

就
業
の
徹
底
及
び
事
故
防
止

対
策
の
推
進
」
を
最
優
先
に

掲
げ
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

昨
年
実
績
は
世
界
中
が

大
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
未

だ
回
復
の
兆
し
は
見
え
て

第
十
七
回 

通
常
総
会
開
催

通常総会風景
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を
考
え
再
確
認
」
の
就
業
統
一
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
掲
示
さ
れ
、
前
島
理
事
長

の
挨
拶
に
続
い
て
永
年
シ
ル
バ
ー
の

事
業
に
貢
献
さ
れ
た
八
名
と
二
名
の

退
任
職
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
祝
辞
に
続
き
高
橋
議
長
の
進
行
で

議
事
が
進
め
ら
れ
、
平
成
二
十
年
度

事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
そ
し
て

二
十
一
年
度
の
事
業
計
画(

案)

及

び
予
算(

案)

、
理
事
の
選
任
が
承

認
さ
れ
て
議
事
が
終
了
し
た
。
今
後

会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
で
安
全
就

業
に
徹
し
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

シ
ル
バ
ー
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

宮
澤
専
務
理
事
、
古
幡
理
事
の
辞

職
に
伴
い
小
松
、
小
川
（
安
曇
野
市

高
齢
者
介
護
課
長
）
両
名
が
理
事
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

に
よ
る
喜
び
を
目
指
し
、会
員
・
職
員

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
に
信
頼
さ
れ

る
事
業
の
展
開
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
重
点
実
施
計
画

一
、
安
全
就
業
の
徹
底
を
目
指
し
増

　
　
加
傾
向
に
あ
る
事
故
の
防
止
対

　
　
策
の
推
進

二
、
会
員
の
加
入
促
進
及
び
就
業
機

　
　
会
の
開
拓

三
、
適
正
就
業
の
推
進

四
、
地
域
班
及
び
職
域
班
の
充
実

五
、
事
務
局
体
制
の
簡
素
効
率
化

六
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
研
修

　

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
通
常
総
会
が
五
月
二
十
六
日
豊
科

保
健
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
入
口
に
は

写
真
筆
耕
等
会
員
の
力
作
が
、
又
正

面
に
は
「
気
の
ゆ
る
み
慣
れ
と
油
断

が
事
故
の
も
と
」「
安
全
は
ま
さ
か

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
会
員
一
人

ひ
と
り
の
就
業
開
拓
、
会
員
勧
誘
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
又
委
託
事

業
の
企
画
提
案
型
の
移
行
な
ど
変
革

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
「
健
康
管
理
・
安

全
就
業
」の
徹
底
に
努
め
、健
康
で
就

業
で
き
る
心
の
豊
か
さ
、
社
会
参
加

　

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
設
立
以
来
「
自
主・自
立
」「
共
働・

共
助
」
の
理
念
に
基
づ
き
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
会
員
数
も
着
実
に
増

え
、
契
約
金
額
も
順
調
に
推
移
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー
を

取
り
巻
く
状
況
は
、
就
業
機
会
の
減

少
、
職
域
別
（
草
刈
・
草
取
り
）
会

員
の
減
少
等
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

事
業
計
画
・
事
業
概
要

平
成
二
十
一
年
度

水
上
　
敬

専
務
理
事

事
務
局
長

小
松
善
嗣

理
事小川

廣
道

総
会
に
出
席
し
て

新
役
員
の
紹
介
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後
帰
路
の
途
上
の
傷
害
事
故
、
あ
る

い
は
馴
れ
た
作
業
中
に
よ
る
物
損
事

故
で
す
。
帰
宅
す
る
ま
で
は
就
業
で

す
。
ど
う
か
体
調
管
理
と
気
の
ゆ
る

み
に
は
十
分
注
意
さ
れ
、
事
故
に
繋

が
る
よ
う
な
恐
れ
の
あ
る
時
に
は
、

事
前
に
事
務
局
と
連
絡
を
取
り
合
い

な
が
ら
、
場
合
に
は
休
む
事
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
自
己
管
理
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

　

今
年
度
よ
り
保
険
会
社
が
変
更
に

な
り
、
今
ま
で
よ
り
物
損
事
故
の

補
償
内
容
が
更
に
細
部
ま
で
適
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
険
加

入
及
び
細
部
内
容
の
検
討
は
重
要
不

可
欠
な
こ
と
で
す
が
、
保
険
を
使
わ

な
い
事
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
年

度
当
初
よ
り
既
に
三
件
の
傷
害
事
故

と
二
件
の
物
損
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、昨
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

事
故
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
就
業

安
全
委
員
会
だ
よ
り

平
成
二
十
年
度
安
全
標
語
入
選
作
品

安
全
は 

＂ま
さ
か＂ 

を
考
え 

再
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
根
原
國
夫
会
員

平
成
二
十
〜
二
十
二
年
度
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

気
の
ゆ
る
み
　
慣
れ
と
油
断
が
　
事
故
の
も
と

　
　
　
　
渋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
牧
口
紀
子
様
作
品

こんなときは…
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今
年
の
四
月
よ
り
三
郷
地
区
業
務

担
当
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
早
い
も
の
で
三
ヶ
月
が
過
ぎ

僅
か
な
が
ら
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
た

気
が
し
ま
す
。
こ
の
間
会
員
の
み
な

さ
ん
に
は
何
か
と
行
き
届
か
な
い
事

が
多
く
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
仕
事

に
慣
れ
発
注
者
の
要
望
に
は
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
職
種
も
多
様
化
し
て
お
り
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
職
種
が
あ
り
、
会

員
の
み
な
さ
ん
方
が
永
年
つ
ち
か
っ

た
経
験
と
知
識
が
成
果
と
し
て
生
か

さ
れ
、
会
員
の
方
又
依
頼
者
の
双
方

か
ら
喜
ば
れ
る
仕
事
が
で
き
た
ら
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
◆
　
退
　
　
職

　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付

事
務
局
長　

宮
澤　

豊
弘

事
務
局
次
長　

曽
根
原　

豊

堀
金
業
務
担
当　

鹿
川　

祥
彰

　

当
シ
ル
バ
ー
事
業
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
◆
　
採
　
　
用

　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
付

三
郷
業
務
担
当　

務
台　

哲
朗

堀
金
業
務
担
当　

本
田　

富
保

庶
務
・
経
理
担
当　

三
澤　

ふ
じ
子

　

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

四
月
一
日
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

本
田
富
保
で
す
。
勤
務
を
始
め
て
、

や
っ
と
三
ヶ
月
が
す
ぎ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、

多
く
の
人
が
登
録
し
て
お
り
、
作
業

の
依
頼
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
調
整
を
す
る
の
が
私
の

役
割
と
認
識
し
て
、
毎
日
の
業
務
に

あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
作
業
の
内
容

に
よ
っ
て
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た

め
、
毎
日
天
気
予
報
と
空
を
見
上
げ

る
事
が
日
課
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
の
た
め
、
皆
様

に
ご
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
に
お
し
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

四
月
よ
り
庶
務
・
経
理
担
当
と
し

て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
三
澤

と
申
し
ま
す
。
活
気
の
あ
る
職
場
で

日
々
諸
先
輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
何
と
か
や
っ
て
い
ま
す
。
大

変
忙
し
い
時
期
に
突
入
し
、
電
話

も
多
く
、
緊
張
の
連
続
で
す
。
電
話

の
応
対
一
つ
で
お
客
様
へ
の
印
象
が

違
っ
て
来
る
の
で
、
少
し
で
も
お
客

様
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
心
が

け
て
は
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
行
か
な
い
日
々
に
悶
々

と
し
て
い
ま
す
。
又
、
お
仕
事
さ
れ

て
い
る
会
員
の
皆
様
と
も
多
く
接
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事

務
所
に
も
是
非
顔
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

堀
金
業
務

担
当本田 

富
保

庶
務
・

経
理
担
当

三
澤
ふ
じ
子

職
員
の
動
き

事
務
局
便
り

三
郷
業
務

担
当務台 

哲
朗
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ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
の
会
員
と
し
て
登
録

し
、
多
く
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
、
仕

事
を
通
し
て
知
り
合
う
事
が
出
来
ま

　

会
員
互
助
会
代
議
員

会
が
、
第
十
七
回
通
常

総
会
に
引
き
続
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
第

一
回
の
マ
レ
ッ
ト
大
会

を
、
82
名
参
加
で
穂
高

権
現
宮
で
開
催
し
、
意

義
あ
る
大
会
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
恒
例

の
親
睦
旅
行
は
、
房
総

の
旅
、
成
田
山
・
小
湊

温
泉
で
行
わ
れ
131
名
の

参
加
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
新
年
度
事
業
計
画
は
会
員
親
睦

旅
行
、
第
二
回
マ
レ
ッ
ト
大
会
等
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
又
サ
ー
ク
ル
活
動

に
つ
い
て
は
、
二
十
一
年
度
に
２
サ

ー
ク
ル
誕
生
し
合
計
16
サ
ー
ク
ル
の

予
定
で
す
。

　

又
収
支
予
算(

案)

に
つ
い
て
は

前
年
並
み
の
二
六
八
万
円
で
原
案
ど

お
り
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
名
称
で
互
助
会
の
サ
ー

ク
ル
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

仲
間
が
集
う
と
多
種
多
様
の
会
話

で
賑
わ
う
、
そ
し
て
お
し
ゃ
べ
り
の

最
後
は
（
健
康
で
働
け
る
こ
と
が
一

番
幸
せ
）
い
つ
も
こ
の
一
言
に
落
ち

着
く
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
自
分
達
が
出

来
る
範
囲
か
ら
実
施
す
る
。

　

手
始
め
に
雑
巾
を
縫
い
な
が
ら
仲

間
づ
く
り
に
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
を
広
げ
る
。
雑
巾
は
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
福
祉
へ
納
め
て
戴
き
ま

す
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
こ
の
限
り

で
は
な
く
仲
間
の
連
携
と
親
睦
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
皆
様
の
ご
健
康
と

し
た
。
そ
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
の
好
き

な
仲
間
が
大
勢
い
る
こ
と
を
知
り
、

サ
ー
ク
ル
を
作
る
事
と
し
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
を
通
じ
て
、
更
に
親
睦
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
歌
の

好
き
な
方
の
参
加
を
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
　

連
絡
方　

事
務
局　

丸
山

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
７
７
・５
３
２
３

新
し
い
サ
ー
ク
ル

互助会代議員会開催

小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
立
ち
上
げ
と
方
針

小
林
寛
子

三
郷
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

佐
々
木
胤
明
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◆
一
月
分

5
日　

年
始
式

15
日　

新
入
会
員
説
明
会
・
職
員
会

16
日　

豊
科
地
区
新
年
会

　
　
　

穂
高
地
区
役
員
会

　
　
　

県
シ
連
来
所

19
日　

明
科
地
区
班
長
会

　
　
　

県
シ
連
指
導
者
養
成
研
修
会

22
日　

理
事
会

　
　
　
◆
二
月
分

3
日　

豊
科
地
区
役
員
会

17
日　
新
入
会
員
説
明
会
・
職
員
会

18
日　

三
郷
地
区
懇
談
会

19
日　

豊
科
地
区
懇
談
会

20
日　

県
総
務
課
現
地
調
査

24
日　

穂
高
地
区
懇
談
会

25
日　

明
科
地
区
懇
談
会

26
日　

理
事
会

28
日　

堀
金
地
区
懇
談
会

　
　
　
◆
三
月
分

6
日　

県
シ
連
事
務
局
長
会
議

18
日　
新
入
会
員
説
明
会
・
職
員
会

25
日　

理
事
会

31
日　

退
職
職
員
辞
令
交
付

　
　
　

平
成
二
十
年
度
終
業
式

セ
ン
タ
ー
の

　
で
き
ご
と

　
　
　
◆
四
月
分

1
日　

新
入
職
員
辞
令
交
付

　
　
　

平
成
二
十
一
年
度
始
業
式

16
日　
新
入
会
員
説
明
会
・
職
員
会

23
日　

理
事
会

27
日　

三
郷
班
長
会
議

　
　
　

県
シ
連
来
所

　
　
　
◆
五
月
分

18
日　

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ

　
　
　

ム
研
修
会
（
長
野
市
）

　
　
　
三
郷
地
域
リ
ン
ゴ
摘
果
講
習
会

20
日　

調
査
広
報
部
会

21
日　

新
入
会
員
説
明
会
・
職
員
会

22
日　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
シ
ル
バ
ー

　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会

26
日　

第
十
七
回
通
常
総
会
・
理
事

　
　
　

会

29
日　

茅
野
広
域
Ｓ
Ｃ
会
報
に
つ
い

　
　
　

て
視
察
来
所

　
　
　
◆
六
月
分

3
日　

県
シ
連
定
時
総
会

11
日　

全
シ
協
定
期
総
会

16
日　

中
信
シ
協
事
務
局
長
会
議　

　
　
　

労
働
保
険
説
明
会

18
日　
新
入
会
員
説
明
会
・
職
員
会

19
日　

県
シ
連
事
務
局
長
会
議

26
日　

理
事
会

　
　
　

安
全
委
員
会

30
日　

調
査
広
報
部
会

　
７
月
分
は
8
月
20
日
（
木
）

　

８
月
分
は
9
月
18
日
（
金
）

　

９
月
分
は
10
月
20
日
（
火
）

　

10
月
分
は
11
月
20
日
（
金
）

　

11
月
分
は
12
月
18
日
（
金
）

　

12
月
分
は
１
月
20
日
（
水
）

　
事
務
局
よ
り
お
願
い

☆
就
業
報
告
書
提
出
は

　
　
　
　
　
速
や
か
に
！

　

就
業
が
終
っ
た
ら
、
発
注
者
の
確

認
を
頂
き
、
速
や
か
に
シ
ル
バ
ー
メ

ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
等
に
投
函
し
事
務
局

に
届
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
配
分

金
計
算
の
基
に
な
る
の
が
就
業
報
告

書
で
す
。
届
け
が
な
い
場
合
、
配
分

金
が
入
金
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

☆
『
就
業
は
シ
ル
バ
ー
を

　
　
　
　
　
通
し
て
！
』

　

シ
ル
バ
ー
で
受
注
し
た
仕
事
で
も

　  

会
員
の
お
悔
や
み

小
穴　

優
様　

三
郷

（
平
成
21
年
１
月
10
日
）

幅　

賢
久
様　

明
科

（
平
成
21
年
４
月
８
日
）

ご
逝
去
を
悼
み
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

配
分
金
の
振
込
日

何
年
か
同
じ
会
員
さ
ん
が
就
業
し
て

い
る
場
合
、
お
客
さ
ん
か
ら
直
接
連

絡
が
入
り
、
就
業
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
は
、
発
注
者
に
事
務
局
に
電
話

を
入
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
下
さ

い
。
も
し
も
の
事
故
等
の
対
応
に
も

影
響
し
か
ね
ま
せ
ん
の
で
是
非
お
願

い
し
て
下
さ
い
。

☆
就
業
中
の
休
憩
時
間

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　

草
取
り
・
草
刈
り
・
剪
定
等
就
業

中
の
休
憩
時
間
は
、
各
会
員
方
の
判

断
に
任
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
注
者

が
在
住
、
不
在
に
係
わ
ら
ず
、
午
前
、

午
後
十
五
分
、
お
昼
休
み
一
時
間
を

基
本
に
仲
間
同
士
相
談
し
て
下
さ

い
。
猛
暑
の
続
く
毎
日
で
す
。
水
分

補
給
が
重
要
で
す
。
体
調
管
理
に
も

十
分
気
を
付
け
て
就
業
下
さ
い
。
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剪
定
班
の
先
輩
よ
り
門
松
作
り
に

参
加
し
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
て
、

自
分
で
も
門
松
を
作
っ
て
玄
関
に
飾

り
た
い
と
い
う
想
い
も
あ

り
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ワ
ラ
細
工
な
ど
殆

ど
や
っ
た
事
が
無
か
っ
た

の
で
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
樽
作
り
か
ら
始
め
ま
し

た
が
、
最
初
は
上
手
く
出

来
な
く
て
何
回
も
編
み
直

し
を
し
な
が
ら
な
ん
と
か

完
成
さ
せ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
二
つ
三
つ
と
作
る

う
ち
に
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

来
て
見
栄
え
良
く
出
来
る

様
に
な
り
、
こ
れ
な
ら
売

り
物
に
な
る
と
言
わ
れ
た

時
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

組
立
て
で
は
竹
の
加
工
、

縄
の
飾
り
結
び
等
難
し
い

事
が
色
々
あ
っ
た
け
れ
ど

も
先
輩
方
に
教
わ
り
な
が

ら
な
ん
と
か
出
来
る
様
に
な
り
ま
し

た
。
家
で
も
門
松
を
作
っ
て
玄
関
に

飾
っ
た
所
、
近
所
の
人
達
か
ら
も
な

か
な
か
良
く
出
来
て
い
る
と
褒
め
ら

れ
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
手
が
荒

れ
た
り
し
て
仕
事
は
大
変
で
す
が
、

ま
た
今
年
の
暮
に
も
門
松
作
り
に
参

加
し
て
良
い
物
を
作
り
お
客
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
様
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

門
松
作
り
に

　
　
　
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
塩
原
正
人

　

広
報
発
刊
に
あ
た
り
、
大
勢

の
皆
様
よ
り
原
稿
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

互
助
会
活
動
も
年
々
活
発
化

し
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
合
同

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
も
今
年

は
豊
科
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

後
は
各
地
区
巡
回
で
、
年
二
回

三
回
と
盛
ん
に
な
っ
て
行
く
事

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
又
地
区

毎
の
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
も
更

に
楽
し
い
記
事
を
お
寄
せ
い
た

だ
け
る
事
を
心
よ
り
お
願
い
し

ま
す
。
さ
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員

心
得
の
基
本
は
「
安
全
は
全
て

に
優
先
す
る
」
で
す
。
事
故
全

体
の
50
％
は
就
業
途
上
の
交
通

事
故
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
事

故
撲
滅
の
決
め
手
は
、
３
分
早

く
ユ
ト
リ
を
持
っ
て
家
を
出
る

事
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
日

も
一
日
笑
顔
で
楽
し
く
『
人
生

も
う
一
花
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
』

山　

田　

俊　

秋

古　

幡　

菊　

子

岩　

谷　
　
　

昇

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
　
登
録
し
ま
し
ょ
う
！

　

現
在
、
シ
ル
バ
ー
世
代
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

地
域
社
会
の
活
力
を
増
進
す
る
に
は
高

齢
者
が
長
年
培
っ
た
技
能
や
技
術
を
有

効
に
活
用
し
、
高
齢
者
自
身
も
人
生
の

第
二
ス
テ
ー
ジ
で
生
き
生
き
と
活
躍
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
事
業
は
、
五
十
五
歳
以
上
の
高
年

齢
者
の
就
業
・
就
職
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
ニ
ー
ズ
と
企
業
等
の
人
材

ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
再
就
職
、

社
会
参
加
等
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
雇
用
・
就
業
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
希
望
に
対
し
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
に
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
体

験
の
場
と
し
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

就
業
支
援
講
座
を
計
画
し
て
御
案
内
い

た
し
ま
す
。
登
録
料
無
料
で
す
の
で
気

軽
に
御
連
絡
下
さ
い
。

　

ま
た
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
は
、
こ
の
事
業
へ

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

編 集 後 記


